
2023年月 また 二つの意味言葉川柳         青野正宏 

 

父親「今日は付き合いがあったら外でカレーを食べてきた」 子「父さん なにかくさいよ」 

ライスカレー 食べる親父は かれいしゅう(カレー臭 加齢臭) 

 

タクシー客「おい、方向が違うだろう! 左じゃなくて右だ!」運転手「うわー！ スミマセン」 

運転手 逆に進んで あやまった(誤った 謝った)  

 

幼稚園にて こどものやる気を引き出す先生「お遊戯上手だね ご褒美はお餅だよ」 

じょうずだね 賞品これだと もちあげる(餅あげる 持ち上げる) 

 

釣り竿をかついだ男に地元の人間が注意 

「おい! 釣り堀の池はそっちじゃないよ。行き止まりだ」 

魚釣り そっちはだめだ いけないよ(池ないよ 行けないよ) 

注 「いけない」に「しては駄目だ」という意味もあるので、これを加えれば 3つの意味となる 

 

親「明日は遠足か」 

子「そうだよ 明日は学校には行かない」 

親「行き先は街の中ではつまらないから野山にいくんだろうな」 

遠足を するのであれば こうがいへ(校外へ 郊外へ) 

 

屈伸運動をやるといいよ。健康に良いし、体つきも良くなる 

毎日の 屈伸運動 いいからだ(良いからだ いい体) 

 

(中央アジアにて)「砂漠を渡るなら、まずこれが必要だな」 

砂漠では 第一にこれ らくだから(楽だから 駱駝から) 

注 平井さんの 2022 年 5 月作品から着想 

 

友達「お、その二人で映っている待ち受け画面、いい人いるんだね」 

女性「まあね でも画面 これにしろとうるさくいわれるのよ」 

待ち受けに 二人の写真 かれしいる(彼氏いる 彼強いる) 

 

「おい せっかくリコールしたのにあいつがまた当選したよ この町の選挙民は何を考えているんだ」  

とうせんす(問うセンス 当選す)  彼を選んだ選挙民 


